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主な研究テーマ

・金属錯体前駆体を利用したペロブスカイト型酸化物触
媒の低温調製方法の開発

・ペロブスカイト型酸化物触媒を用いた気相系および液
相系触媒反応に関する研究

主な採択課題
・基盤研究（B）平成21～23年度（配分総額：17,940千円）
課題名「金属錯体を前駆体として利用したナノ空間制御された複
合金属酸化物触媒の開発」
・基盤研究（C）平成24～26年度（配分総額：5,460千円）
課題名「アッセンブリタイプペロブスカイト型酸化物の選択的酸化
触媒への応用」

• AあるいはBサイトを部分置換したペロブスカイト型酸化物が他
の調製法よりも精度よく合成できる方法であること。

• 金属シアノ錯体前駆体の結晶の形状がそれを焼成して形成す
るペロブスカイト型酸化物の結晶の形状と類似であるため低温焼
成が可能なこと。

• 金属シアノ錯体前駆体を局所的に加熱することで室温で単一
相のペロブスカイト型酸化物を形成できること。

• ペロブスカイト型酸化物触媒は液相系反応であるシアノシリル
化反応に対して触媒活性を示し、酸化物の結晶成長が反応活性
に影響を与えること。

• シアノシリル化反応に対して、SmFeO3, LaFeO3が固体酸触媒で
あるSiO2-Al2O3やAmberlystよりも高い活性を示すこと。

学術面からは結晶－結晶変換を利用した材料開発研究という新しい分
野の開拓が期待できる。また、実用的には本触媒系の改良により、きれ
いで高表面積なペロブスカイト型酸化物触媒が調製でき、COやVOCな
どの有害ガスの酸化触媒として多方面で用いることができる。また、シア
ノシリル化反応のような液相系低温反応へと応用することでペロブスカ
イト型酸化物触媒の新たな機能の発現が期待される。

複合金属酸化物は単独金属酸化物では
持ち合わせない新しい機能を産み出す。ペ
ロブスカイト型複合金属酸化物は、気相酸
化反応に高い触媒活性を示すことは古くか
ら証明されているが、実用化には至ってな
い。表面積が高く、きれいな複合金属酸化
物をいかに作るかがカギとなる。本研究で
は結晶性複核金属錯体の熱焼成により、

複合金属酸化物を得る方法の確立および得られた触媒の液相触媒反応へ
の応用について検討し、以下の知見を得た。

１．結晶性金属シアノ錯体とペロブスカイト型酸化物の結晶構造は類似して
おり（図）、低温熱焼成により比較的高い表面積を持つペロブスカイト型酸化
物の合成が可能である (Topics in Catal., 52, 823 (2009); Catal. Today, 175, 
534 (2011); J. Ceram. Soc. Jpn., 124, 7(2016)) 。
２．配位子の分解熱を有効に利用すれば、室温でペロブスカイト型酸化物の
合成が可能である (J. Alloys Compd., 649, 1291 (2015)) 。
３．触媒の金属表面濃度・酸化還元性、ペロブスカイト型酸化物の結晶性が
気相CO酸化触媒活性に影響する (Catal. Today, 185, 230 (2012)) 。
４．本法で調製したペロブスカイト型酸化物は他法で得られた同触媒よりシア
ノシリル化反応（液相系）に対して高い活性を示し、この高い活性は触媒の結
晶性と相関がある (Res. Chem. Intermed., 41, 9551 (2015)) 。
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